
〒992- 0052 山形県米沢市丸の内1-2-1
TEL.0238 -26- 8001　FAX.0238 -26-2660

https://www.denkoku-no-mori.yonezawa.yamagata.jp/

4/17土▶5/16日
5/22土▶6/20日

※展示資料のうち、2/3以上を前後期で展示替え。  
※展示期間は変更になる場合があります。お問合せ下さい。

2021年
前期

後期

９：00～17：00 （入館は16：30まで）開館時間

5月26日㈬休館日

新型コロナウイルスの感染拡大状況に応じて、記載内容の変更や入場制限を行う場合があります。
最新の状況はホームページまたは電話でお問合せ下さい。ご来館の際は、感染対策にご協力下さい。

◇
開
館
二
十
周
年
記
念
特
別
展〜

藩
政
改
革
と
家
臣
団
〜

▲左近司惟春筆「四季童遊図屏風」（右隻）（重要文化財渡辺家保存会蔵）前期

参加
無料

｢大名家臣の『奉公』とは何か｣

□期 間：４月17日㈯～５月16日㈰ 
□会 場：常設展示室  上杉文華館

国宝「上杉本洛中洛外図屏風」
原本展示

①｢展覧会の見どころ｣ ｢古文書から読み解く、
　　　　鷹山の本音!?｣

②｢上杉鷹山と家臣団｣

▲上杉鷹山像并上杉鷹山書状
　  (肖像部分) (当館蔵) 前期

▢展示

▢講演会

高野  信治  氏九州大学 比較社会文化研究院 教授

□日 時：６月６日㈰　14:00～
□会 場：伝国の杜  ２階大会議室
□定 員：先着80名
※事前申込制。4月21日㈬9時受付開始

□日時：４月17日㈯  17:15～  □定員：先着20名

□日 時：４月30日㈮  19:00～
□会 場：企画展示室･体験学習室
□定 員：先着20名
□参加費：500円 

□日時：５月22日㈯   9:15～  □定員：先着10名

▢ギャラリートーク（展示解説） ▢ナイトツアー

※①②いずれも先着順。事前申込制。
　4月1日㈭9時受付開始。要特別展入館料。 ※事前申込制。4月1日㈭9時受付開始。

上
杉
鷹
山
の

生
涯



一　般
高大生
小中生

入館料（常設展示室一体型）

個人

＊5月5日（水・祝）子どもの日 高校生も無料（特別展含む）

団体（20名以上）

700円
300円

無  料

560円
240円

■紫糸威二枚胴具足（上杉鷹山所用）（上杉神社蔵）
■伝国の辞（上杉神社蔵）
■米沢興譲館之図（致道博物館蔵）　　ほか

主な展示資料

次回展覧会
企画展「原作出版75周年 きかんしゃトーマス展 ～ソドー島のなかまたちが教えてくれたこと～」

会期／2021年６月26日㈯～８月１日㈰

日時／2021年7月24日㈯  14:00開演
出演／小林 顕作

前売／大人2000円・中高生1000円・子ども500円
一般発売／５月20日㈭  9:00

絵本の読み聞かせ『絵本のじかんだよ！』
置賜文化ホールからのお知らせ

絵本原画を人形劇・アニメとも組み合わせて紹介。

お問い合わせ：置賜文化ホール TEL.0238-26-2666

4月17日㈯～5月16日㈰

【アクセス】
◎JR米沢駅から2㎞（上杉神社隣接）
◎市内循環バス「上杉神社前」下車
◎市内循環バス南回り路線「九里学園前」下車
◎東北中央自動車道  米沢中央ICから約４㎞

〒992-0052  山形県米沢市丸の内1-2-1
TEL 0238-26-8001  FAX 0238-26-2660
https://www.denkoku-no-mori.yonezawa.yamagata.jp/

前期

■吉田綱冨像（市立米沢図書館蔵）
■［重要文化財・中條家文書］上杉鷹山判物案（山形大学小白川図書館蔵）　　ほか

5月22日㈯～6月20日㈰後期

後期

伝国の杜ファンクラブ

会員・サポーター募集中

【ファンクラブ】もっと楽しみたい方に！博物館入館料無料他、特典いろいろ。

【サポーター】人とつながる、自分をいかせるボランティア。

米沢
中央IC

　
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
十
七
歳
で
第
九
代
米
沢
藩
主
と
な
り
、
改
革
に
取
り
組

ん
だ
上
杉
鷹
山
の
七
十
二
年
の
生
涯
を
、
家
臣
団
と
の
関
係
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　
高
鍋
藩
秋
月
家
か
ら
養
子
入
り
し
た
若
き
鷹
山
は
、
破
綻
の
危
機
に
あ
っ
た
米
沢
藩

を
再
建
す
べ
く
、
竹
俣
当
綱
は
じ
め
改
革
派
家
臣
の
叱
咤
激
励
を
受
け
て
改
革
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
名
門
上
杉
家
の
継
承
、
累
積
し
た
借
金
の
返
済
、
農
村
の
活
性
化
、
産

業
の
育
成
、
軍
備
の
再
編…

。
山
積
す
る
課
題
に
対
し
、
奉
行
（
家
老
）
層
の
主
導
の

も
と
、
実
務
を
担
っ
た
中
・
下
級
藩
士
や
、
学
者
・
医
師
ら
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。
重
臣
の
反
発
や
家
臣
団
内
部
の
対
立
、
天
災
や
幕
府
か
ら
課
さ
れ
る
役
負
担
、

竹
俣
の
失
脚
と
鷹
山
の
隠
居
に
よ
る
中
断
と
い
っ
た
危
機
を
乗
り
越
え
、
改
革
は
五
十

年
以
上
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
鷹
山
の
治
績
は
三
十
代
か
ら
全
国
的
に
注
目
さ
れ
、
や
が

て
そ
の
言
行
は
藩
内
の
規
範
と
し
て
家
臣
達
に
も

共
有
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
鷹
山
の
生
誕
二
百
七
十
年
で
あ
り
、
二

百
回
忌
に
あ
た
り
ま
す
。
本
展
覧
会
で
は
、
米
沢

藩
上
杉
家
の
存
続
を
か
け
て
苦
闘
し
た
、
鷹
山
の

人
間
像
と
家
臣
団
の
働
き
ぶ
り
に
注
目
し
ま
す
。

最新情報はこちら ▶ やってます。

＊展示資料のうち、2/3以上を前後期で展示替え。
＊展示期間は変更になる場合があります。お問合せ下さい。

▲鷹山の善政を称え将軍からの褒美
　金梨子地牡丹文高蒔絵鞍（当館蔵）

▲上杉家より拝領　太刀 銘 国宗（上）・脇差 銘 兼辰（下）（重要文化財渡辺家保存会蔵）

▲迫る脅威と軍備の再編　
　ヲロシヤ掛船図（致道博物館蔵）

▲米沢でも指導した本草学者　佐藤中陵「山海庶品」（水戸市立図書館蔵）

▲初公開！多すぎる家臣団…　延享元年（1744）御城下絵図（当館蔵）

通期

後期

▲家臣に贈る「なせばなる…」の和歌  国宝 上杉家文書 上杉鷹山書状（部分） 後期

後期

後期

〜
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（当館蔵）


